
「J-MAP成果発表会」開催のご案内 

 

 

一般財団法人石油エネルギー技術センター（JPEC）では、自動車業界と石油業界の共同研究事業、

また船舶業界と石油業界の共同研究事業として、2018年度より 2か年計画で J-MAP（Japan Marine 

and Auto Petroleum program）事業を実施しています。 

本事業では、エネルギー供給構造高度化法に伴う分解留分の自動車燃料への影響評価と、IMO2020

年硫黄分規制による燃料性状の変化の船舶機関への影響評価の研究に取り組み、多くの技術データと

知見を得ることができました。そこで事業の最終年度にあたり、「J-MAP 成果発表会」を開催致しま

す。 

また、1997年の JCAP（Japan Clean Air Program）から始まり、JPECにて長年実施してきまし

た「燃料利用技術事業」も本年度で終了いたしますので、全体の総括も入れた発表会と致します。 

つきましては、最新の自動車・燃料技術、船舶・燃料技術、大気環境問題等に関心をお持ちの方々

に広く参加いただき、今後の活動に向けた情報発信の場にしたいと考えています。 

なお、参加申し込みについては 1月中旬頃に当センターホームページにてご案内致します。 

多くの方々の参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

 

記 

 

 

１．主催 ：一般財団法人石油エネルギー技術センター 

 

２．開催日：令和 2年 3月 11日(水)  13:00～17:30 

 

３．会場 ：経団連会館 経団連ホール 

（東京都千代田区大手町 1-3-2 経団連会館 2階） 

  

 

４．参加費：無料 

 

５．プログラム：次ページをご参照ください  

        （プログラムは今後変更の可能性があります） 

 

６．参加申込方法 ：当センターホームページにて申込受付（令和 2年 1月中旬開設予定） 

 

 



                                     日程：2020年3月11日（水）　13：00-17：30
                                     場所：経団連ホール          

プログラムは今後変更の可能性があります。

❶ 挨拶

（１） 主催者挨拶 13:00 ～ 13:05
中野 賢行 （一般財団法人石油エネルギー技術センター専務理事）

（２） 来賓挨拶 13:05 ～ 13:10
小泉 秀親 様 （経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 石油精製備蓄課長）

❷ 基調講演

（１） （仮）石油産業を取り巻く現状と今後の政策的方向性について 13:10 ～ 13:35

（経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 石油精製備蓄課長補佐）

❸ 自動車・燃料研究活動報告 座長：小川 英之（自動車・燃料専門委員会（北海道大学 教授））

（１） J-MAPにおける自動車・燃料研究の意義 13:35 ～ 14:05
大聖 泰弘 （自動車・燃料専門委員会（早稲田大学  名誉教授））

（２）  ディーゼル車WG報告　（自動車業界と石油業界の共同研究） 14:05 ～ 14:45
（ディーゼル車WG）

14:45 ～ 15:00

（３） ガソリン車WG報告　（自動車業界と石油業界の共同研究） 15:00 ～ 15:50
（ガソリン車WG）

（４） 将来燃焼研究WG報告　（石油業界の研究） 15:50 ～ 16:10
（将来燃焼研究 WG）

❹船舶・燃料研究活動報告 座長：塚本　達郎（船舶・燃料専門委員会（東京海洋大学  教授））

（１） J-MAPにおける船舶・燃料研究の意義 16:10 ～ 16:30
千田　哲也 （船舶・自動車及び燃料研究委員会（一般財団法人日本船舶技術研究協会　審議役））

（２） 船舶・燃料研究WG報告　（船舶業界と石油業界の共同研究） 16:30 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　（船舶・燃料研究WG）

❺総括と挨拶 座長：松方 正彦（船舶・自動車及び燃料研究委員会　（早稲田大学  教授）

（１） JPECにける燃料利用技術開発の総括 17:00 ～ 17:25
辰巳 敬  （船舶・自動車及び燃料研究委員会（独立行政法人製品評価技術基盤機構　理事長））

（２） 閉会挨拶 17:25 ～ 17:30
餅田 祐輔 （一般財団法人石油エネルギー技術センター常務理事）

J-MAP成果発表会　プログラム

                       休　憩

 


